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1.  平成21年9月期第1四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第1四半期 3,448 ― 173 ― 174 ― 46 ―
20年9月期第1四半期 2,898 △23.4 111 ― 96 ― 60 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年9月期第1四半期 419.66 418.96
20年9月期第1四半期 547.21 545.55

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第1四半期 6,177 4,170 66.7 37,128.52
20年9月期 5,858 4,213 71.0 37,497.96

（参考） 自己資本   21年9月期第1四半期  4,119百万円 20年9月期  4,160百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― ― ― ― ―
21年9月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年9月期（予想） ――― ― ― ― ―

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 6,600 13.6 180 △7.2 180 16.9 20 △42.9 180.24
通期 13,200 9.8 200 △22.5 200 5.3 20 △20.0 180.24

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．平成20年10月31日に公表致しました連結業績予想は、第２四半期連結累計期間、通期とも本資料において修正しております。業績予想に関する事項につきまして
は、平成21年１月30日に公表致しました「平成21年９月期（第２四半期連結累計期間および通期）業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
 ２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 ３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第1四半期  112,964株 20年9月期  112,964株
② 期末自己株式数 21年9月期第1四半期  2,000株 20年9月期  2,000株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第1四半期  110,964株 20年9月期第1四半期  110,964株
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定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の世界的な金融不安と円高が進行し、実体経済の悪化が、

引き続き雇用や消費動向にも大きく影響しております。

　このような状況の中、当社グループでは、ギャザリング事業におきましては、景気低迷に対応した低価格戦略による

売上高増加に注力し、コマースインキュベーション事業におきましては、循環型社会への要求の高まりに対応したブラ

ンド中古品の買取、急速な円高を背景としたグローバルショッピング事業など既存事業の拡大に加え、中国をはじめと

した海外への輸出事業の立ち上げに注力してまいりました。

 

　その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は3,448,387千円（前年同期比19.0％増）、経常利益は174,926千円

（前年同期比81.2％増）となりました。また、ソフトウェア等の固定資産除却損40,467千円を計上したことから、四半

期純利益は46,567千円（前年同期比23.3％減）となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

① ギャザリング事業

　ギャザリング事業におきましては、景気低迷が個人の消費意欲の減退傾向を鮮明にしつつある中、引き続き低価格戦

略を推し進めてまいりました。低価格での商品提供を実現するため、広告宣伝費等をはじめとする固定費の削減に努め

た結果、購入者数は前年同期比で横ばいとなりましたが、24時間限定販売「24バリュー」の奏功もあり、一人当たりの

購入回数、購入金額が増加し、売上高の増加につながりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は3,015,037千円（前年同期比15.4％増）、営業利益は224,829

千円（前年同期比64.6％増）となりました。

 

② コマースインキュベーション事業

　コマースインキュベーション事業におきましては、循環型社会への要求と生活防衛への動きが高まる中、ブランド品

などの中古品買取りを行うバリューサイクル事業（「Brandear」）のパブリシティ強化に努めたほか、ドル安円高を背

景に伸張しているグローバルショッピング事業（「sekaimon」）のシステム強化、パートナーサイトの拡大に注力いた

しました。また、アリババ株式会社との提携による中国への輸出事業の取り組みを始めるなど、引き続き海外関連の新

規事業の展開にも注力してまいりました。 

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は448,707千円（前年同期比8.9％増）、営業損失は45,040千

円（前年同期は営業損失11,271千円）となりました。

㈱ネットプライスドットコム（3328）平成 21 年９月期　第１四半期決算短信
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２．連結財政状態に関する定性的情報

（１）財政状態の分析

① 資産

　資産につきましては、流動資産合計が3,974,877千円となり、前期末と比べ437,324千円の増加となりました。その

主な増加要因は、現金及び預金の増加73,814千円、受取手形及び売掛金の増加196,645千円であります。固定資産合計

は、2,202,995千円となり、前期末と比べ117,930千円の減少となりました。その主な減少要因としましては、投資有

価証券64,276千円、関係会社株式13,390千円等の投資その他の資産92,628千円の減少によるものであります。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前期末と比べ319,394千円増加し、6,177,872千円となり

ました。

 

② 負債

　負債につきましては、流動負債合計が1,996,820千円となり、前期末と比べ371,618千円の増加となりました。その

主な増加要因は、短期借入金300,000千円、支払手形及び買掛金152,859千円の増加であります。 

　固定負債合計は、10,478千円となり、前期末と比べ9,170千円の減少となりました。その主な減少要因は、繰延税金

負債9,170千円の減少であります。 

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前期末と比べ362,447千円増加し、2,007,299千円となりま

した。

 

③ 純資産

　純資産合計は4,170,572千円となり、前期末と比べ43,053千円の減少となりました。その主な減少要因は、その他有

価証券評価差額金44,068千円、為替換算調整勘定43,493千円の減少であります。

 

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ73,814

千円増加し、2,018,061千円となりました。

 

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において営業活動による資金の減少は、139,932千円となりました。その主な減少要因は、

売上債権の増加199,302千円、法人税等の支払額96,295千円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において投資活動による資金の減少は、74,083千円となりました。その主な減少要因は、

無形固定資産の取得による支出65,381千円、投資有価証券の取得による支出28,300千円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間において財務活動による資金の増加は、300,000千円となりました。その主な増加要因は、

短期借入金による収入300,000千円であります。

 

㈱ネットプライスドットコム（3328）平成 21 年９月期　第１四半期決算短信
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３．連結業績予想に関する定性的情報

　平成21年９月期の第２四半期連結累計期間ならびに通期業績予想につきましては、平成20年10月31日の決算時に公表

致しました業績予想を修正しております。詳しくは、別途公表致しました「平成21年９月期（第２四半期連結累計期間

および通期）業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

　② たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、当第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によ

り算定しております。

　なお、この変更に伴う損益への影響は軽微であります。

㈱ネットプライスドットコム（3328）平成 21 年９月期　第１四半期決算短信
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,018,061 1,944,246 

受取手形及び売掛金 1,369,812 1,173,167 

商品 110,523 122,293 

繰延税金資産 20,640 29,143 

その他 455,839 268,702 

流動資産合計 3,974,877 3,537,552 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 95,112 94,750 

減価償却累計額 △12,268 △8,834 

建物及び構築物（純額） 82,844 85,915 

工具、器具及び備品 349,610 370,769 

減価償却累計額 △236,129 △243,655 

工具、器具及び備品（純額） 113,480 127,114 

有形固定資産合計 196,325 213,030 

無形固定資産   

のれん 250,454 263,241 

その他 315,082 310,891 

無形固定資産合計 565,536 574,133 

投資その他の資産   

投資有価証券 630,654 694,931 

関係会社株式 111,189 124,579 

関係会社社債 80,000 80,000 

繰延税金資産 47,392 51,938 

その他 575,119 585,535 

貸倒引当金 △3,222 △3,222 

投資その他の資産合計 1,441,133 1,533,761 

固定資産合計 2,202,995 2,320,925 

資産合計 6,177,872 5,858,478 
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 990,498 837,639 

短期借入金 500,000 200,000 

未払法人税等 81,233 111,155 

ポイント引当金 25,292 34,825 

その他 399,796 441,581 

流動負債合計 1,996,820 1,625,202 

固定負債   

繰延税金負債  9,170 

その他 10,478 10,478 

固定負債合計 10,478 19,649 

負債合計 2,007,299 1,644,852 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,330,722 2,330,722 

資本剰余金 2,190,360 2,190,360 

利益剰余金 △36,708 △83,275 

自己株式 △285,067 △285,067 

株主資本合計 4,199,307 4,152,740 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △33,494 10,574 

為替換算調整勘定 △45,884 △2,390 

評価・換算差額等合計 △79,378 8,183 

新株予約権 8,227 5,625 

少数株主持分 42,415 47,076 

純資産合計 4,170,572 4,213,626 

負債純資産合計 6,177,872 5,858,478 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 3,448,387

売上原価 2,097,911

売上総利益 1,350,476

販売費及び一般管理費 1,176,889

営業利益 173,586

営業外収益  

受取利息 394

為替差益 17,075

有価証券利息 973

投資有価証券売却益 14,572

その他 3,879

営業外収益合計 36,895

営業外費用  

支払利息 794

投資事業組合運用損 12,369

持分法による投資損失 13,390

デリバティブ評価損 8,475

その他 525

営業外費用合計 35,555

経常利益 174,926

特別損失  

固定資産除却損 40,467

特別損失合計 40,467

税金等調整前四半期純利益 134,458

法人税、住民税及び事業税 76,516

法人税等調整額 13,049

法人税等合計 89,566

少数株主損失（△） △1,674

四半期純利益 46,567
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 134,458

減価償却費 42,110

のれん償却額 12,802

株式報酬費用 2,601

ポイント引当金の増減額（△は減少） △9,533

受取利息及び受取配当金 △1,367

支払利息 794

持分法による投資損益（△は益） 13,390

投資有価証券売却損益（△は益） △14,572

投資事業組合運用損益（△は益） 12,369

デリバティブ評価損益（△は益） 8,475

固定資産除却損 40,467

売上債権の増減額（△は増加） △199,302

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,769

仕入債務の増減額（△は減少） 152,859

未払金の増減額（△は減少） △11,891

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,065

その他 △236,142

小計 △44,775

利息及び配当金の受取額 1,931

利息の支払額 △794

法人税等の支払額 △96,295

営業活動によるキャッシュ・フロー △139,932

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △7,512

無形固定資産の取得による支出 △65,381

投資有価証券の取得による支出 △28,300

投資有価証券の売却による収入 41,540

貸付けによる支出 △15,000

貸付金の回収による収入 569

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,083

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 300,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 300,000

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,168

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 73,814

現金及び現金同等物の期首残高 1,944,246

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,018,061

8



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

ギャザリング事業

（千円）

コマースインキュ

ベーション事業

（千円）

計（千円）
消去又は全社

（千円）
連結（千円）

売上高

（１）外部顧客に対する売上高 3,013,440 434,947 3,448,387 ― 3,448,387

（２）セグメント間の内部売上高

　又は振替高
1,597 13,760 15,357 △15,357 ―

計 3,015,037 448,707 3,463,745 △15,357 3,448,387

営業利益又は営業損失（△） 224,829 △45,040 179,788 △6,202 173,586

　（注）１．事業区分の方法

事業の区分は事業の性質の類似性及び内部管理上採用している区分に基づき、経営の実態が具体的かつ適切

に開示できるよう、事業を区分しております。

２．各区分に属する主要な事業

事業区分 主要事業

ギャザリング事業 
インターネット通信販売事業(「ちびギャザ」「ショッピング＆ギャザリング　ネットプラ

イス」)

コマースインキュベーション

事業 

バリューサイクル事業(「Brandear」「Defacto Estate」)、投資育成事業、美容商品企画

販売事業、グローバルショッピング事業（「sekaimon」）

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は 146,382千円であり、その主なも

のは持株会社に係る費用であります。

ｂ．所在地別セグメント情報

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。

ｃ．海外売上高

　連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

㈱ネットプライスドットコム（3328）平成 21 年９月期　第１四半期決算短信
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「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

区分

前第１四半期
連結累計期間

(自  平成19年10月１日
至　平成19年12月31日)

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 2,898,218 100.0

Ⅱ　売上原価 1,775,148 61.2

売上総利益 1,123,070 38.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費 1,011,674 34.9

営業利益 111,395 3.9

Ⅳ　営業外収益

１．受取利息 1,416  

２．受取手数料 1,424  

３．デリバティブ評価益 794  

４．有価証券利息 911  

５．雑収入 5,696  

営業外収益合計 10,244 0.3

Ⅴ　営業外費用

１．投資事業組合運用損 3,851  

２．持分法による投資損失 20,793  

３．為替差損 264  

４．雑損失 199  

営業外費用合計 25,108 0.9

経常利益 96,532 3.3

Ⅵ　特別利益

１．持分変動益 37,619  

特別利益合計 37,619 1.3

Ⅶ　特別損失   

　１．臨時償却費 21,021  

　　　特別損失合計 21,021 0.7

税金等調整前第１四半期純　　
利益

113,129 3.9

法人税、住民税及び事業税 4,333 0.1

法人税等調整額 48,683 1.7

少数株主利益 608 0.0

第１四半期純利益 60,720 2.1

㈱ネットプライスドットコム（3328）平成 21 年９月期　第１四半期決算短信
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

区分

当第１四半期
連結累計期間

(自  平成19年10月１日
至　平成19年12月31日)

金額

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 113,129

減価償却費 30,025

のれん償却額 11,204

臨時償却費 21,021

ポイント引当金の増減額（減少：△） 5,585

受取利息及び受取配当金 △1,416

持分法による投資損失 20,793

持分変動益 △37,619

投資事業組合運用損 3,851

デリバティブ評価損益（益：△） △794

売上債権の増減額（増加：△） △107,898

たな卸資産の増減額（増加：△） 6,309

仕入債務の増減額（減少：△） 135,585

未払金の増減額（減少：△） 50,854

未払消費税等の増減額（減少：△） △39,942

その他 2,628

小計 213,318

利息及び配当金の受取額 133

法人税等の支払額 △24,843

営業活動によるキャッシュ・フロー 188,608

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,633

無形固定資産の取得による支出 △68,551

投資有価証券の取得による支出 △20,100

敷金・保証金の支払による支出 △290,003

敷金・保証金の返還による収入 450

保険積立金の支払による支出 △23,679

貸付けによる支出 △980

貸付金の回収による収入 577

関係会社株式の取得による支出 △22,440

投資活動によるキャッシュ・フロー △427,360

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー ―

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額(減少額：△) △238,752

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 2,293,396

Ⅵ　現金及び現金同等物の四半期末残高  2,054,644

㈱ネットプライスドットコム（3328）平成 21 年９月期　第１四半期決算短信
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（３）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

前第１四半期連結累計期間（自　平成19年10月１日　至　平成19年12月31日）

ギャザリング事業

（千円）

コマース

インキュベーション

事業

（千円）

計（千円）
消去又は全社

（千円）
連結（千円）

売上高及び営業損益

売上高

（１）外部顧客に対する売上高 2,607,096 291,122 2,898,218 ― 2,898,218

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高
5,861 15,843 21,704 △21,704 ―

計 2,612,958 306,965 2,919,923 △21,704 2,898,218

営業費用 2,476,344 332,528 2,808,873 △22,050 2,786,823

営業利益又は営業損失（△） 136,613 △25,563 111,050 345 111,395

　（注）１．事業区分の方法

　事業の区分は事業の性質の類似性及び内部管理上採用している区分に基づき、経営の実態が具体的かつ適

切に開示できるよう、事業を区分しております。

２．事業区分の名称の変更

　当第１四半期連結会計期間より、事業区分の名称について「インキュベーション事業」から「コマースイ

ンキュベーション事業」へ変更しております。なお、この変更がセグメント情報に与える影響はありません。

３．各区分に属する主要な事業

事業区分 主要事業

ギャザリング事業 
インターネット通信販売業(「ちびギャザ」「ショッピング＆ギャザリング　ネットプライ

ス」)

コマースインキュベーション　

事業 

オークション販売事業(「Defact Estate」)、投資育成事業、美容商品企画販売事業、グロー

バルショッピング事業

４．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は105,651千円であり、その主なもの

は持株会社に係る費用であります。

ｂ．所在地別セグメント情報

前第１四半期連結累計期間（自　平成19年10月１日　至　平成19年12月31日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。 

ｃ．海外売上高

前第１四半期連結累計期間（自　平成19年10月１日　至　平成19年12月31日）

連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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